
本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 ビジネス開発部 電話052-221-0692 （2020/12/23)

Vol.427

コロナで試合が減り残念な思いをしている野球少年へ

ナゴヤドームでの試合をプレゼント

新型コロナウイルスで生活の変化を余儀なくされている中、落ち込んでいる人を少しでも元気づけられたらと、中日新聞で

は「#できなかったことをやろうプロジェクト」を展開しています。

読者からやりたいことを募集したところ、少年野球チームから「数々の試合が中止になってしまった。最終学年の小学校６

年生が力を発揮する場所を作ってあげたい」という投稿が。一方、毎年開催していた中日少年野球大会ポッカサッポロ杯

が中止になり、残念な思いを持っていたポッカサッポロがこの投稿に共感し、ナゴヤドームでの試合が実現しました。

少年たちは、憧れのドラゴンズ選手たちが戦っている場所で試合ができることに大興奮！熱の入ったプレーばかりで熱戦が

繰り広げられました。また、両チームには記念品として、盾と「キレートレモンCウォーター」２０ケースが贈られました。

コロナ一色となったこの一年、ナゴヤドームで試合ができたことで、子どもたちに良い思い出を作ることが出来ました。まだま

だコロナと付き合いながらの生活ですが、今後も企業様と一緒に読者や地域を元気づけていきたいです。

名古屋本社 広告一部

■中日新聞にて、載録を掲載。当日の様子とともにポッカサッポロからのメッセージも発信しました。

▲2020年10月30日付中日新聞朝刊

■感染防止に細心の注意をはらい、ナゴヤドームにて学童野球の対戦試合を実施しました。

六田ファイターズvsファイヤーボーイズによる熱い戦い。 強豪チームらしく、大人も息をのむ白熱プレーが連発！ 最後は記念撮影！忘れられない体験になりました。

※2020年9月26日実施

#できなかったことをやろうプロジェクト


